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先日の縄跳び大会では、いろいろな技に挑戦したり、持久
跳びで長い時間跳び続けたり、日頃の練習の成果を発揮しま

。 。 、した 圧巻だったのは長縄８の字跳び それぞれのクラスが
それぞれの目標を持って取り組んできました。記録更新がで
きた時には「よっしゃー 「やったー！」の声やガッツポー」
ズが広がります。思うような記録が出ずに、悔しさいっぱい
の表情で他クラスの喜ぶ姿を見る子供たちもいました。精一杯頑張ったからこそ生まれる
その悔しい表情も、決して悪い表情ではありません。むしろ、たくましさが感じられるも
のでした がんばれば少しずつでも必ず力が伸びること ドンマイ！ できるよ！ 大。 、「 」「 」「
丈夫！」の声が仲間の心を強くすること、目標を持てば少しずつそこに近づいていくこと
…。子どもたちは長縄の活動を通して多くのことを身体で覚えたはずです。

昼休みの校庭では、大谷選手からのプレゼントのグロ
ーブを使ってキャッチボールをする姿があります。この
グローブのパワーを受けて、子供たちの表情には、いつ
もより上手にボールをキャッチできるという自信にあふ
れています。野球で思い出すのが、大リーグでも活躍し
2019年に現役を引退したイチローさんです。彼は、張本

「だれも選手の持つ日本記録の3085安打記録を破った時、
と言ったそうです。現役時代に記録した日米通算43見たことのない景色を見てみたかった。」

「 」 。67安打は プロ野球における通算安打世界記録 としてギネス世界記録に認定されてます
「まだプロの世界では新記録は他者の記録との比較になりますが、子供たちにとっての

見ていない景色」 今までの自分とどこか違う、わずかでもとはどう考えればいいのでしょう。
ではないでしょうか。その自分の成長を実感すること成長した「新しい自分」が生まれた時

が、やればできるという自己を肯定する感覚を生み出し、次の目標へのチャレンジにつな
がると思います。
長縄８の字跳びで目標を達成した子供たちの晴れやかな表情や歓喜の裏には、仲間と積

み重ねてきた努力があります。それを乗り越えたからこそ「まだ見ていない景色」を見る
ことができたのではないでしょうか。

「今、自分にできること。頑張ればできそうなこと。そういうことを積み重ねてイチローさんは
と言っています。子供たちは日々それぞれのいかないと遠くの目標は近づいては来ない。」

目標に向かって頑張っています。もちろん、時に集中できなかったり、やる気をもてなか
ったりということもありますが、学校生活を充実させようと、乗り越えようと頑張ってい
ます。子供たちが「まだ見ていない景色」に近づき、到達す
るために、日々の学習の充実に努めていきたいと思います。

※ 親睦委員会の皆様からいただいた御寄附で、図書
館の本を購入させていただきました。ありがとうござい
ます。

いきいき柁城ブログ

校長 宮路 公貴

創立１５２周年

まだ見ぬ景色を見るために
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月 日 曜 行　　　事

20 火 第２回学校評議員会

27 火 　　校納金引落日

28 水
　　下学年・特別支援学級ＰＴＡ，
　　授業参観

　　上学年学級ＰＴＡ，授業参観

アスリート派遣による体育授業

5 火 幼稚園との交流（４年）

7 木 お別れ遠足（全学年）

9 土 金管バンドお別れ演奏会

13 水 　　地域委員長会

14 木 卒業式予行

21 木 卒業式準備　※体育館開放中止～4/8

22 金 卒業式

25 月 修了式，離任式

29 木

2

3

赤鬼がお出迎え

入学説明会・体験入学
行 事 予 定

毎朝の登校時，見守り隊や民生委員の方々，コミュ

ニティ協議会，SSVC+コーディネーター等，多くの地

域の皆様が子供たちの安全な登下校を見守ってくだ
さっています。

節分前の２月１日（木）の朝，正門では，「赤鬼」が

子供たちを迎えてくれました。
この「赤鬼」の正体は，，， 子供たちの笑顔が大好き

なSSVC+コーディネーターの岩重俊一さんです。赤
鬼を前に，どの子供たちも笑顔になっていました。

岩重さんをはじめ，多くの地域の皆様に支えられて，

子供たちは充実した学校生活を送ることができていま
す。様々なご協力に感謝いたします。

（２学期末には，サンタの衣装でお出迎えしていただき

ました。）

SSVC+
コーディネーター

岩重 俊一さん

受賞おめでとうございます

■第67回西日本読書感想画コンクール

入 選 ４年 藤井 美咲さん

■令和５年度防火ポスターコンクール

金 賞 ４年 神園 みもりさん

銀 賞 ３年 下赤 優隆さん

銅 賞 ３年 大久保 穂香さん

銅 賞 ３年 平山 佳奈さん

■第60回南日本作文コンクール

南日本新聞社賞（特別賞）

３年 大久保 穂香さん

３ 席 ６年 越口 由貴奈さん

入 選 １年 水流 薫さん

入 選 ４年 神園 みもりさん

学校賞（奨励賞） 柁城小学校

１ 日 時：令和６年３月25日（月） ８：３５～

２ 場 所：校庭

３ その他：修了式後，離任式を行う。

令和５年度修了式・離任式

２月８日（木）に，令和６年度新１年生とその保護者を対象とした入学説

明会及び体験入学を実施しました。体育館で保護者説明会を行っている
間に，来年度入学予定の66名の子どもたちは，職員に手を引かれて校舎

内を見学しました。職員の呼びかけにしっかり受け応えしたり，たくさん質

問したりする姿から，４月の入学を心待ちにしている様子が伝わってきまし

た。 新１年生の入学を在校生，職員一同楽しみにしています。
なお，今回の会場準備をしてくれたのは，来年度最上級生となる現５年

生。てきぱきと動く姿に，新６年生となる自覚と意気込みが伝わってきまし

た。５年生のみなさん，ありがとうございました。

２月11日（日）に，PTA親睦委員会が主催するウォークラリーが実施さ

れました。当日は，子供たち，保護者の皆様を含め，約50名の参加があり
ました。心配された天候も実施に影響はなく，学校を出発し，龍門司坂，さ

えずりの森，龍門滝を巡るコースを全員が最後まで歩くことができました。

急速に情報化が進む現代において，インターネット等を介して間接的に学

ぶ「間接体験」や模擬的に学ぶ「疑似体験」が溢れる中，子供たちがヒト・
モノや実物に触れ，かかわり合う「直接体験」が少なくなっています。今回

の体験をとおして，地域の歴史・自然に触れ，感動したり，驚いたりしたこと

が，きっと子供たちの生きる力を育むことにつながると考えます。計画・運
営していただきましたPTA親睦委員会の皆様，ありがとうございました。

ＰＴＡ親睦委員会ウォークラリー


